
平成 30 年度 介護福祉士基本研修  アンケート結果 

 

 

１．あなたの職種は何ですか。（複数回答あり） 

介護職員 25 名  介護支援専門員 1 名  相談員 2 名  ホームヘルパー 1 名 

 

２．あなたの所属先に該当するものは何ですか。 

介護老人福祉施設 4 名   介護老人保健施設 3 名   訪問介護事業所 3 名 

グループホーム  6 名   デイサービス・デイケアセンター 4 名 

介護療養型医療施設 2 名   障害者支援施設 0 名   病院 0 名 

小規模多機能型居宅介護 4 名   福祉系学校 0 名 

その他 1 名（定期巡回随時対応訪問介護看護） 

 

３．「求められる介護福祉士像、生活支援としての介護の視点、自立支援の考え方」（1 日目）の

講義はいかがでしたか。 

①大変参考になった  21 名    ②参考になった  4 名 

③あまり参考にならなかった  0 名    チェックなし  2 名 

☆自由記述 

・介護福祉士としての理念が大事であると思いました。 

・改めて自分の介護を考えさせられました。 

・介護者としての基本的視点、思考を改めて考える機会になった。 

・しっかり理解しているつもりでしたが、講義を受け、再確認することができました。 

・介護福祉士が目指すべき姿を学ぶことができました。 

・資格取得時点で達成できているはずの介護福祉士像のレベルが高くてびっくりしました。い

つの間にか 6 年が経ちましたが、理想に近づく努力をしたいと思いました。 

・ケアプランによる、利用者様の見方。 

・専門職としての介護福祉士の役割、立場を再認識することができた。 

・まちがって他所に行ってまして、うけそびれました。 

 

４．「介護福祉士に求められる知識と技術」（1 日目）の講義はいかがでしたか。 

①大変参考になった  24 名    ②参考になった  3 名 

③あまり参考にならなかった  0 名   

☆自由記述 

・まだまだ知識も少なく、技術も未熟だと感じました。 

・ICF に沿った観察ポイント、事実の記録方法を習得できた。 

・現状に照らし合わせながら講義を聞き、とても耳の痛いことが多かったです。忙しさを理由



に逃げている所が自分にも現場にもあり、意識面の課題を痛感しました。 

・介護記録の書き方が大変参考になった。「日中変わりなし」「夜間良眠」を良く書くので、研

修後は書かない様に記録したい。 

・中でも特に介護記録についての内容が参考になりました。帰ってすぐに勤務先で実行したい

です。 

・今まで知らなかった知識、技術を習得できました。 

・介護過程の展開や ICF といった知識に関する部分が日々の仕事の忙しさの中であまり意識

できずに現場の仕事としてこなしてきたと思いますが、きちんと整理して文章として表せる必

要があると思いました。 

・今までしてきた事の見返しになった。 

・記録の重要性、注意点等を職場の勉強会で伝えることができた。介護支援専門員の研修で学

んだ ICF の考え方を介護現場でも実践しなければいけないことを学んだ。 

・プランの立て方を慎重にその人のことをよくアセスメントしていかなければ……。そこまで

考えていなかったため。 

 

５．「介護過程の基礎的理解」（2 日目）の講義はいかがでしたか。 

①大変参考になった  24 名    ②参考になった  2 名 

③あまり参考にならなかった  0 名    チェックなし  1 名 

☆自由記述 

・自職場での介護過程にも疑問や疑念が生まれています。とても自職場では提案できま 

せんが……。 

・利用者主体の介護過程を利用者と共に作成する大切さ、介護を行うことへの根拠が、 

はっきりと説明出来るように言語化して文章に残すことが介護福祉士の役割と学んだ。 

・介護過程の基礎を理解した上で、次の 3 日目、4 日目に入ることができました。 

・介護過程の基礎を理解する事で、展開につなげる事の大切さを再認識する事ができた。 

・私がしている介護が根拠を持った意図的なものである事をしっかり説明できる事が大切だと

思いました。 

・ケアプランを立てる参考となりました。 

・充分な情報収集、分析の元に根拠のある目標設定をし共有しなければならないと学んだ。 

・ゆっくりとすすんでいただき、毎日仕事で疲れているので、宿題もなかなかできませんでし

た。ありがとうございました。 

 

６．「介護過程の展開の実際」（3，4 日目）の講義・演習はいかがでしたか。 

①大変参考になった  24 名    ②参考になった  3 名 

③あまり参考にならなかった  0 名     

☆自由記述 



・グループワークの中で、自分自身の確認とさらなる勉強になりました。 

・アセスメント①～③から個別援助計画の作成において、言語化、文章化が難しいと感じまし

た。 

・くり返し詳しく介護過程の思考展開を説明下さり、ありがたく思う。また、グループ 

ワークで色々な意見交換できた事も良い方向性が見えました。 

・根拠の大切さを理解できたとともに、その根拠をしっかりと言える自分になっていきたいと

思いました。 

・アセスメントの重要性、利用者の事例を読み込むことで、個別支援計画書に生かせることも

よくわかった。 

・職場で普段行っていないので大変参考になった。介護過程の考え方がよく分かった。 

・とても勉強になりましたが、とても難しく、まだまだ回数を重ねなければ理解を深めること

はできないと思いました。 

・ケアマネジャーが立てている個別援助計画を立てることの難しさがわかり、今後の計画書の

立て方の参考になりました。 

・ICF の表からの情報収集、計画の立案、実施、評価の大切さを再確認することができた。 

・実際に文章を作っていくことの難しさをつくづく感じました。 

・初めてケアプランを立てて、ケアマネさんの苦労がわかりました。 

・複数の参加者の方とグループワークを行うことで、自分とは違った目線、視線での考え方に

接することができ、よかった。考えを文章化することは大変でした。 

・介護過程の思考を理解できた。今後の業務に活かしていきたい。 

・ケアマネジャーから、ケアプランをみて、個別ケアプランにしています。いつも言葉がみつ

からず、困ってましたが、この度はいいヒントになりました。 

 

７．その他、全体的なお気づきの点やご意見がございましたらご記入ください。 

・ありがとうございました。しっかり学ばせていただきました。 

・アセスメントシートから個別援助計画書を立てるまでの時間がもう少しあると理解し易かっ

たかな…と感じます。学習したことで、関わっている利用者の方への課題や目標を、自分なり

に考えるようになりました。ありがとうございました。 

・その人らしさを引き出すアセスメントの大切さ。人生の最終章が有意義になる介護をしたい

と思います。 

・ゆっくりと詳しく根拠等を聞けて納得できました。ありがとうございます。現場で実践でき

るように活用していきたいと思います。 

・アセスメントの大切さ、その人らしさを充分把握し、長期目標、短期目標の立て方よく理解

できました。ありがとうございました。さあ、明日から実践です。頑張ります。 

・基本研修ではありましたが、とても奥深い部分まで勉強させていただきました。これからの

仕事に生かしていきたいと思っています。ありがとうございました。 



・ファーストステップ研修について、この基本研修が条件なのでできればこの研修が終了して

から申込期限が設定してあるとよいと思いました。この研修に参加して意欲があがっても、本

年度のようだと 2 年後まで待たないといけないのでもったいないと思います。 

・利用者をよく見てコミュニケーションをとることで、支援計画に生かしていきたいと思いま

す。 

・今回の研修で、自分が勉強不足であることがよくわかった。参加してよかったと思う。次回

も参加したいと思う。 

・グループワークは、自分の目線と違う他の方の意見がとても新鮮で、貴重な体験でした。 

・その人らしいケアを学べた。 

・正解がないというのが最も難しいと思いました。 

・すごく勉強になりました。ありがとうございました。 

・利用者様への見方、接し方、気づきを勉強させてもらいました。 

・具体的に事例を使っての勉強だったので、難しかったが自分のためになった。 

・ケアプランとの整合性についての考え方が説明なかったように思います（すみません、最後

にありました）。ケアプランが抽出した課題と介護職が抽出した課題に相違があった場合はど

うしたらいいのでしょうか。評価後プラン変更を提案することはしてますが、新規の時点から

違和感を感じることがあります。 

・改めて介護の立場の重要性を知った。プランの立て方を間違うと、その人のこれからの未来

に影響する。責任ある職種だと思う。 

・アセスメントの重要性を改めて感じています。利用者様との関わり方、介護職として、人と

して、より一層勉強していきたいです。文章化することが難しかったので、また、こういう機

会があったらいいと思う。 

・グループワークの時間が長く取ってもらえたので、じっくり話し合えました。 

・特にありません。 


